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※開館時間は各館で
　ご確認ください

※大田図書室は
　火土日曜・祝日・
　年末年始が休室
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感染症の拡大状況によっては、臨時休館等サービスを変更する
可能性があります。最新情報は、ウェブサイトでご確認ください
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１　月 （本館 ・ 山香図書室）
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図書館だより図書館だより
杵築市立図書館杵築市立図書館

『ヌルハチ』（小前亮著／講談社）

『君の名前の横顔』（河野裕著／ポプラ社）

『「オンライン起業」の教科書』（山口朋子著／日本実業出版社）

『ハラスメント言いかえ事典』（山藤祐子監修／朝日新聞出版）

『「食べる」介護のきほん』（齋藤真由著／翔泳社）

『世界のときめく毛糸の図鑑』（西東社編集部編／西東社）

『はじめてママ＆パパの見てマネするだけ 366 日の離乳食』

   （落合貴子料理、上田玲子栄養監修／主婦の友社）

『半農半 X』（塩見直紀ほか編／創森社）

『鉄道旅のトラブル対処術』（松本典久著／天夢人）

『段ボールで作る！動く、飛ぶ、遊ぶ工作』

   　 （Jonathan Adolph 著／オライリー・ジャパン）

『説明組み立て図鑑』（犬塚壮志著／ SB クリエイティブ）

『チンギス紀　12』（北方謙三著／集英社）

『底惚れ』（青山文平著／徳間書店）

『ミチクサ先生　上・下』（伊集院静著／講談社）

『神曲』（川村元気著／新潮社）

『李王家の縁談』（林真理子著／文藝春秋）

『弓を引く人』（パウロ・コエーリョ著／ KADOKAWA）

【杵築市立図書館】

※児童書は裏面をご覧ください。

※下記は、新着本の一部です。このほかにも新着本は多数あります。

今　月　の　新　着　本今　月　の　新　着　本

【山香図書室】

『60 歳からのヨガ入門』（中井まゆみ監修／宝島社）

【大田図書室】

雑誌の無償配布雑誌の無償配布

杵築市立図書館で受け入れている雑誌のうち、
保存期限が経過した雑誌を希望者に無償配布します。
杵築市立図書館で受け入れている雑誌のうち、
保存期限が経過した雑誌を希望者に無償配布します。

期間：2022 年 1 月 26 日（水）～ 1 月 31 日（月）
時間：開館～閉館 30 分前
場所：杵築市立図書館（本館）多目的室
対象資料：2020 年 12 月号までの雑誌

今年も
やります！

科学道 100冊

数に限りがありますので、譲り合ってお持ち帰りください。

※持ち帰り用のバッグ等をご準備ください。
※予約・取り置きはできません。
※マスク着用、検温、手指消毒等の感染症対策をお願いします。
※体調がすぐれない方、風邪の諸症状がある方は、来館を
   ご遠慮ください。
※会場が混雑してきた場合は入場制限を行うことがあります。

全国の公共図書館や書店で実施される、理化学研究所と編集工学研究所に
よるプロジェクト。今年は、3つのテーマと
時代を経ても古びない「科学道クラシックス」を展示します。
「本のみち」中ほどの展示棚にご注目ください。

全国の公共図書館や書店で実施される、理化学研究所と編集工学研究所に
よるプロジェクト。今年は、3つのテーマと
時代を経ても古びない「科学道クラシックス」を展示します。
「本のみち」中ほどの展示棚にご注目ください。

期間： 2022 年 1月 5日 ( 水 ) ～ 1月 24日 ( 月 )期間： 2022 年 1月 5日 ( 水 ) ～ 1月 24日 ( 月 )

科学道クラシックスつながる地球

脳とココロ未来エンジニアリング

『知られざる地下街』

　　　   （廣井悠、地下街減災研究会著／河出書房新社）

地下街はどんな場所につくられたのか、なぜ駅の下に

広がるのか？　日本の地下街についての意外な豆知識

から、進化する地下街の話まで。地下街の歴史や魅力

を伝える章もあり、身近なところでは福岡天神地下街

が掲載されています。

『2 センチの隙間』

（笠原正雄著／ PHP 研究所）

誰もが懐かしいと感じる不思議な世界…。人間の心の

なかに潜む美しい思い出と暗い闇がハーモニーを奏で

る表題作をはじめ、雨不足を解消する謎の男の活躍を

描いた「雨男の唄」など、ファンタジックな物語全 3

編を収録。

『茶の世界史：緑茶の文化と紅茶の社会』

（角山栄著／中央公論新社）

16 世紀にヨーロッパの人々が深い憧憬を抱いた日本

の茶の湯文化。なかでもイギリスは独自の紅茶文化を

創りあげた。町の名産に“茶”を持つ私たちだからこ

そ知ってほしい、“茶”の文化や歴史について書かれ

た 1 冊。

１月の特集１月の特集

このほかにもたくさんの本を
ご用意しています

あなたが最初の読者です

まだ読み手に出会えていない本たち。 
ちょっと気になる魅力的なものがきっとあるはず！
ぜひ、手に取ってみてください。


